
入試対策 社会歴史プリント Ｎｏ２ 
飛鳥時代 奈良時代 

５８９年 隋
ずい

が中国を統一
とういつ

 

※このころムハンマドがイスラム教を開く（７世紀） 

聖徳
しょうとく

太子
た い し

 ※聖徳太子は推
すい

古
こ

天皇の摂政
せっしょう

 

       蘇我馬子
そ が の う ま こ

とともに政治を行う 

①冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

・・家柄
いえがら

によらない身
み

分
ぶん

制
せい

度
ど

 

②十
じゅう

七
しち

条
じょう

の憲法
けんぽう

・・役人
やくにん

の心
こころ

構
がま

え 

※冠位十二階と十七条の憲法によって、 

 天皇を中心とする政治の仕組みを作ろうとした 

③遣
けん

隋
ずい

使
し

・・中国への使い ※小野
お の の

妹
いも

子
こ

を派
は

遣
けん

 

④法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

・・世界最
さい

古
こ

の木造
もくぞう

建築
けんちく

 

※釈迦
し ゃ か

三尊像
さんぞんぞう

（飛鳥
あ す か

文化の代表的な仏像
ぶつぞう

） 

６１８年 唐
とう

が中国を統一
とういつ

 

（※６７６年 新羅
し ら ぎ

が朝鮮を統一
とういつ

） 

６４５年 大化
た い か

の改新
かいしん

 

⇒中大兄皇子
なかのおおえのおうじ

（のちの天
てん

智
じ

天皇）と中臣鎌足
なかとみのかまたり

が 

蘇我蝦夷
そ が の え み し

・蘇我入鹿
そ が の い る か

親子をほろぼす 

≪大化の改新で決まったこと≫ 

①公
こう

地
ち

公民
こうみん

 

 土地と人民を国のものとする 

②班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅの

法
ほう

 

 ６歳以上の男女に口
く

分
ぶん

田
でん

を与え、亡くなると返さ

せるしくみ 

６６３年 白
はく

村
すきの

江
え

の戦い 

 中大兄皇子が、百済
く だ ら

の復興
ふっこう

を助けようと朝鮮
ちょうせん

に 

 大軍
たいぐん

を送るが、唐と新羅の連合軍
れんごうぐん

に大敗 

※北九州や西日本各地に山城
やまじろ

を築
きず

く 

 博
はか

多
た

湾
わん

（福岡県）に大
おお

野
の

城
じょう

と水
みず

城
き

を築く 

（唐や新羅からの攻撃
こうげき

に備
そな

え、守りを固めるため） 

 天
てん

智
じ

天皇は大津宮
おおつのみや

で即
そく

位
い

、日本初の戸
こ

籍
せき

を作成
さくせい

 

６７２年 壬申
じんしん

の乱 

⇒天智天皇の死後のあとつぎ争い 

 天
てん

武
む

天皇が勝利 

６９４年 藤原
ふじわら

京
きょう

へ都をうつす by持
じ

統
とう

天皇 

７０１年 大宝
たいほう

律令
りつりょう

 

     刑罰
けいばつ

の決まり、政治を行ううえでの決まり 

 

≪律令
りつりょう

制度≫ 

【税・兵役
へいえき

】 

①租
そ

・・稲の収 穫量
しゅうかくりょう

の３％ 

②庸
よう

・・麻
あさ

の布 

③調
ちょう

・・地方の特産物
とくさんぶつ

 

④防人
さきもり

・・３年間北 九州
きたきゅうしゅう

の警
けい

備
び

 

【地方のしくみ】 

①国
こく

司
し

・・都
みやこ

から役人
やくにん

を派
は

遣
けん

 

②郡
ぐん

司
じ

・・地方の豪族
ごうぞく

が任命
にんめい

された 

③大
だ

宰
ざい

府
ふ

・・北九州に置かれた役所
やくしょ

 

      外交
がいこう

・防衛
ぼうえい

などにあたる 

・７０８年 和
わ

同
どう

開珎
かいちん

・・銅
どう

の貨
か

幣
へい

 

・７１０年 平城
へいじょう

京
きょう

・・奈良の都
みやこ

 

⇒唐
とう

の都、長安
ちょうあん

をまねる 

★遣唐
けんとう

使
し

（中国への使い）を送る 

聖
しょう

武
む

天皇  仏教の力で国家を守ろうとした 

①国ごとに国分
こくぶん

寺
じ

・国分
こくぶん

尼寺
に じ

 

②東大
とうだい

寺
じ

の大仏
だいぶつ

 

③墾
こん

田
でん

永年
えいねん

私
し

財法
ざいほう

（７４３年） 

⇒新しく開墾
かいこん

した土地は、いつまでも私
し

有
ゆう

地
ち

に 

 してよい 

⇒荘
しょう

園
えん

（貴
き

族
ぞく

・寺
じ

社
しゃ

の私有地）の登場 

※正倉院
しょうそういん

（校倉造
あぜくらづくり

）in 東大寺 

 聖武天皇の使った品物が納
おさ

められる 

 

天平
てんぴょう

文化・・奈良時代の文化 

①古事記
こ じ き

（７１２年）・・歴
れき

史
し

書
しょ

、国のなりたち 

②風土記
ふ ど き

（７１３年）・・国ごとの特産物
とくさんぶつ

・伝承
でんしょう

 

③日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

（７２０年）・・歴史書、国のなりたち 

④万葉
まんよう

集
しゅう

・・日本最
さい

古
こ

の和歌
わ か

集
しゅう

、万葉
まんよう

仮名
が な

 

※鑑
がん

真
じん

・・失明
しつめい

しながらも、遣唐使で来日
らいにち

した僧
そう

 
 

 


